
リシテアシリーズは、「リシテアJob/Cost」を中心に、従業員フロントにおける人事戦略、
人事系届出・旅費等の業務コンポーネント群を総称したパッケージソフトです。

体系的がん研究と先進的がん医療の
推進に取り組む 公益財団法人 がん研究会。
日立ソリューションズと日立ソリューションズ・クリエイトで
連携し、多様な勤務体系と雇用形態が混在する
医療機関ならではの課題を解決。

公益財団法人 がん研究会 様 導入事例
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公益財団法人 がん研究会
［Japanese Foundation for Cancer Research］
■所 在 地 東京都江東区有明3-8-31
■事業内容 1. がんその他の腫瘍に関する
 　基礎から臨床までの体系的研究
 2. がんその他の腫瘍に関する
 　先進的な医療の推進  他
■創　　立 1908（明治41）年4月2日
■理 事 長 草刈 隆郎（代表理事）
■職 員 数 1,700名
■U  R  L http://www.jfcr.or.jp/

見やすさ、使いやすさだけでなく、営業・SEの方も、親身になって助けて
くれる信頼できる人たちであることが「リシテア」採用のポイントに。
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導入事例
公益財団法人がん研究会 様

1. 看護職以外の職員は紙ベースの管理。
がん研究会では、電子カルテなどを導入してIT化を推進していましたが、勤
務管理については、勤務体系が複雑な看護職を対象としたナーススケ
ジューラ※が導入されたものの、他の職員については勤務表を用いた紙ベー
スの管理を行っていました。こうした仕組みの中、様々な面で問題が起こって
いました。①各職員の勤務表記入段階で、人為的なミスが頻発②人事部の
チェック・計算・入力段階で、訂正作業が増大③各部署の所属長や秘書の
検算・検証が大変　これらの問題対応に多くの時間をとられ、人事部として
やるべき制度の見直し・整備などに、手をつけられない状態になっていました。

3. 既存の就業・給与等の見直し・整理から着手。
日立ソリューションズでは、医療機関へのリシテア導入についての経験・ノ
ウハウが豊富な日立ソリューションズ・クリエイトのSEを加えたプロジェクト
チームを編成。まず、既存の就業・給与等の見直し・整理から着手しました。
がん研究会は専門職の集まりであるため、いろいろな勤務体系が存在し、
雇用形態、給与や手当の計算方法についても様々。これらをすべてSEが
ヒアリングし、明確化していきました。こうした取り組みを経ながら、結果的に、
既存の就業規程・給与規程等を整理し、リシテアに適用することができまし
た。また、併せて、ナーススケジューラとの連携の仕組みも構築しました。

2. 信頼関係、協力関係を築く姿勢を評価。
選定の際は、機能、操作性、導入実績、コストパフォーマンスを重視して
製品を絞り込みました。各ベンダからプレゼンテーションを受け、ユーザ
先の視察も行いました。人事部は、見やすく、使いやすいので、リシテア
を推していました。また、信頼関係、協力関係を築けそうな印象を受けた
こともリシテアを推したもう一つの理由です。構築・導入が済めば終わり
ではなく、システムを使っている限り、お付き合いは続くわけですから、営
業・SEの方も、信頼できる人たちであること。実は、これが、私たちの最
大の要望であり、リシテアを推した最大の理由です。

4. リシテアで、日常的な業務の効率化を推進。
リシテア導入により、各所で発生していた従来の問題が解決。
①勤務表がなくなったため、各職員の人為的なミスが激減②人為的ミス
が減ったことで、各職員の負担が軽減③タイムリーかつ一元的な勤務
情報管理を実現　また、これらの問題解決により、副次的な効果も現れ
ました。①各部署で運用されていた勤務形態の把握②人事部として取
り組むべき課題を明確化　今後は、リシテアをうまく活用することで、日
常的な業務の効率化を推進し、人でなければできない仕事に力を注い
でいきたいです。

※ナーススケジューラは、看護師・介護師など、看護業務の管理、看護師の勤務管理を支援することを目的とした富士通株式会社の製品です。病院向けのさまざまな他のシステムとの連携実績があります。

※本事例の内容は2015年12月以前の情報です。  ※本文中の会社名、商品名は各社の商標、または登録商標です。 ※本文中
および図中では、TMマーク、®マークは表記しておりません。 ※製品の仕様は、改良のため、予告なく変更する場合があります。 
※本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご確認の上、必要
な手続きをお取りください。なお、ご不明な場合は、当社担当営業にお問い合わせください。 ※本文中の情報は、事例作成時点
のものです。

本事例のwebページはこちら
www.hitachi-solutions.co.jp/lysithea/case09/

本カタログ掲載商品・サービスの詳細情報
lysithea.jp/
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